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英語教科書の歴史に辿る教材としての英詩
─ 有海（1938）再考 ─
脇本　恭子
　Hisato Ariumi, a teacher of English in a middle school, published an enlightening book 
entitled Flowers Blooming in English Readers (1938), in which he showed, with a detailed 
interpretation of each poem, how to teach traditional poetry in class.  English poetry, which 
used to be helpful teaching material in the prewar period, has long been virtually ignored in 
school education.  Two reasons for this would be conceivable: one is that poetry is too 
difficult for students to understand who are not familiar with the rules of verse, and the other 
is that it is often regarded as useless or irrelevant to their preparation for entrance 
examinations.  Are these really true?  To examine this issue, the present paper reconsiders 
Ariumi (1938), aiming at exploring the means to make an effective use of his approach in 
today’s English education.
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0.　はじめに
　昭和13年刊行の Flowers Blooming in English 
Readers（1938）という著書がある。小樽市中学校
英語教室所属の英語教員，有海久門氏によって著さ
れたもので，和文題目を『リーダーに現われたる英
詩の研究』とする。この和文題目からも窺えるよう
に，この著書には当時の英語読本に採択された英詩
とその数が統計的に調査されており，さらに，主要
な英詩については解説が加えられ，授業での教授法
も詳細に記されている。コンピュータもインターネ
ットもなかった時代に，300ページ近くに及ぶ膨大
な情報量をペン一本でまとめており，戦前の旧制中
学校の教育が，いかにハイレベルなものであったの
かが偲ばれる。
　国際化や通信技術が加速度的に進展し，教育にお
いても一歩先を見据える未来志向の取り組みが，各
方面から検討されてきた。その中で，有海（1938）
の教授法はもはや旧式で無用の産物とばかり，長き
にわたって置き去りにされてきた。現代において
は，価値観の相違や教育内容の多様化により，戦前
の方法論をそのまま平行移動させるというわけには
いかないが，今ここで立ち止まって，過去の英知か
ら学ぶべきことはないか，今後の英語教育に活かす
道はないか，その可能性を掘り下げることは，決し
て無意味なことではないと考える。
　かくして，本稿では関連の先行研究を参照，整理
し，戦前の教科書における英詩の位置付けを概観し
ながら，有海（1938）のアプローチを再考する。ま
た，比較のために，戦後の昭和から平成に至るまで
の英詩の扱い方，問題点を必要に応じて取り上げる。
先人の教えに倣い，リーディングで「英詩」を本格
的に導入する意義を浮き彫りにすることで，教材と
しての英詩の活用法を模索検討していく。
1.　旧制中学校の教科書に見る英詩の足跡
1. 1　明治・大正時代を中心として
　これまでに英詩がどの程度英語教科書の中で採り
入れられてきたのか，我が国の英語教科書の歴史を，
初期の時代に遡ることから始めたい。教科書の中で
採択された英詩については，有海（1938）や梅村久
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門 1）著の『英詩教授法』（1952）においても示され
ている。ここでは，その有海（1938），梅村（1952）
の文献に基づいて『日本英語教育史研究』2）に寄稿
した南精一氏の二つの論文─南（1991, 1993）─を主
に参考して，明治後期から平成初期に至るまでの足
跡を辿る。この二つの論文は「英語教科書に現れた
英詩」を共通の論題とするが，南（1991）では「明
治・大正期」を中心に，二年後の南（1993）では「昭
和・平成期」を中心にまとめられている。
　まず，南（1991）であるが，明治30～40年代と
大正２年～ 10年に使用された旧制中学校用の教科
書それぞれ６種におけるBook 1からBook 5の計30
冊にわたって調査が行われている。3）入門書のBook 
1ではまだ英詩が殆ど使用されていないとはいえ，
一種の教科書の詩数は，少ないものでも10篇，多
いものでは30篇前後に及び，平均では19篇の詩が
編入されている。4）
　この南（1991）の調査結果を，以下の［表1a, 1b］
に，採択された詩の採用回数の多い順にまとめて挙
げるが，比較のために，各詩人の生没年と出生地の
情報を列記しておく。
　　　　　［表1a］明治期後期
順 詩人名 生没年 出生地・活動の地 採用詩数 採用回数
① H. W. Longfellow 1807⊖1882 アメリカ 6 14
② Lord Tennyson 1809⊖1892 イングランド 2 4
③ Mrs. Hemans 1793⊖1835 イングランド 2 3
④ William Wordsworth 1770⊖1850 イングランド 2 2
⑤ James Russell Lowell 1819⊖1891 アメリカ 2 2
⑥ John Howard Payne 1791⊖1852 アメリカ 2 2
⑦ Thomas Moore 1779⊖1852 アイルランド 2 2
⑧ Anne TaylorJane Taylor
1782⊖1866
1783⊖1824 イングランド 1 2
＜南（1991: 191）参照＞
　　　　　［表1b］大正期
順 詩人名 生没年 出生地・活動の地 採用詩数 採用回数
① H. W. Longfellow 1807⊖1882 アメリカ 7 13
② Lord Tennyson 1809⊖1892 イングランド 3 9
③ Mrs. Hemans 1793⊖1835 イングランド 2 4
④ Isaac Watts 1674⊖1748 イングランド 2 3
⑤ Thomas Campbell 1777⊖1844 スコットランド 2 3
⑥ John Howard Payne 1791⊖1852 アメリカ 1 3
⑦ Anne TaylorJane Taylor
1782⊖1866
1783⊖1824 イングランド 1 3
⑧ William Wordsworth 1770⊖1850 イングランド 3 3
⑨ Christina G. Rossetti 1830⊖1894 イングランド 3 3
＜南（1991: 198）参照＞
この２つの表から，教科書に採択された詩人の活躍
した時代は，文学の爛熟期である19世紀ビクトリ
ア朝に集中していることが窺える。詩人の出身は，
英語圏に限られイングランドが最多とはいえ，他
方，アイルランド，スコットランドの詩も採り入れ
られている。さらに，明治期，大正期いずれも圧倒
的に多用されているのがアメリカのLongfellow，
次いでイングランドのTennysonで，国の偏りは比
較的少ない。具体例を挙げると，前者による “A 
Psalm of Life” が採択された回数は，明治期に５回，
大正期に３回で， “The Village of Blacksmith” では
明治期，大正期共に４回とのことである。後者の詩
では “The Charge of the Light Brigade” が明治期に
３回，大正期に５回の採択数となっている（南，
1991: 191, 198）。
　さらに，南（1991: 186）によると，単に数だけの
問題ではなく，明治期には一つの詩が６ページにも
及んでいたことがあり（例えば，Thomas Gray によ
る “Elegy Written in a Country Churchyard”），当時，
英詩が教科書において重要な地位を占めていたこと
が推察される。
1. 2　戦前の昭和期を中心として
　次に，昭和に移ると，南（1993: 1）に「昭和初期
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の英詩内容は大正期と変わりがない」と指摘されて
いるように，昭和初期の英語教育においては，前時
代のやり方をほぼ踏襲したものと思われる。南（1993: 
5-6）は，梅村（1952: 1-6）による「教材に現れた英詩」
を参照して，昭和13年の教科書の英詩をまとめてい
るが，これは，元を辿ると有海（1938:「序」7-11）
に依拠しているものである。
　さて，その有海（1938）では，当時の英語読本，
男子中等学校用45種，女学校用13種の計58種の調
査を行っているが，一冊の読本には，平均４篇の詩
が収められているという。調査の結果，詩人名，詩
の題目とその数，各詩の採用回数が，男女の学校種
別に示されている。多くの詩人が［表1a, 1b］で
挙げたものと重なっているので，［表2］では便宜
上，採用された詩篇の数のみ順に示す。5）
　　　［表２］昭和13年（戦前）
順 詩人名 採用詩数 順 詩人名 採用詩数
① R. L. Stevenson 17 ⑬  ～
  ⑲
T. Moore, J. Taylor, 
J. R. Lowell, T. Campbell,
Browning, R. Bridges, 
W. Blake
2
② Lord Tennyson 16
③ Wordsworth 13
④ H. W. Longfellow 11
⑤ Walter de la Mare 10
⑳
  ～
  
T. Hood, J. H. Payne,
G. P. Morris, R. Herrick,
M. Bruce, T. Carlyle,
W. B. Yeats, J. McCrae,
L. Binyon, Shakespeare,
W. C. Bryant, W. Scott,
R. Burns, C. Mackay,
R. Southey, H. Heine
1
⑥ C. G. Rossetti 8
⑦ John Keats 6
⑧ P. B. Shelly 3
⑨ Lord Byron 2
⑩ John Masefield 5
⑪ A. A. Milne 4
⑫ Charles Kingsley 3
＜南（1993: 5-6），有海（1938: 7-11）参照＞
この表では採用された詩の数を基準に順位を付けて
いるが，採択回数で言えばTennysonの詩が圧倒的
に多く，特に “Sweet and Low” は合計21回もある。
順 位 ３ 番 目 の Wordsworth も， 著 名 な “The 
Daffodils” の採択回数が一気に増え，合計が21回
にのぼる。注目すべきは，［表1a, 1b］には全く挙
げられていなかったStevensonの詩数がいきなり最
上位に立ったことで，南（1993: 7）では，採択回
数９回の “Where Go the Boats” という童謡詩を具
体例として挙げている。
　尚，語学的観点からの分析としては， Longfellow 
の “The Arrow and the Song” の詩篇が挙げられて
いる。特に “It fell to earth, I knew not where;”6）の
行に見られる下線部の用法について，有海（1938: 
117）の設問形式による授業展開 7）を効果的な指導
例として紹介している（南，1993: 7-8）。この有海の
指導法については，後のセクションで改めて論じる
ことにする。
2. 「学校教育法」施行以降の教科書における英詩
2. 1 　中学校の教科書：戦後の昭和から平成初期を
中心として
　これまでに挙げた先行研究の調査は，1947年に
「学校教育法」が施行される前の，修業年限を５年
とする旧制中学校を対象としたものである。新制で
は高等学校に移行されるが，英語は中学校から導入
されるので，中学校，高等学校両方の教科書を，先
行研究での調査を参照しながら概観する。
　まず，中学校の教科書である。南（1993）では，
戦後の昭和から平成に至る中学校教科書を，次の様
に，第１期から第５期の区分で調査している。8）
　　　　　　　  （移行期　昭和20年 ～ 昭和23年度）
　　　　　　　・第１期　昭和24年度 ～ 昭和26年度：学習指導要領＜試案＞昭和22年
　　　　　　　・第２期　昭和27年度 ～ 昭和36年度：学習指導要領＜試案＞昭和26年
　　　　　　　・第３期　昭和37年度 ～ 昭和46年度：学習指導要領　昭和33年
　　　　　　　・第４期　昭和47年度 ～ 昭和55年度：学習指導要領　昭和44年
　　　　　　　・第５期　昭和56年度 ～ 平成 ４年度：学習指導要領　昭和52年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南，1993: 9）
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以下には，この南（1993: 9-20）による調査を，各
期ごとに簡単にまとめておく。
　まず，第１期においては，３種９冊の教科書が調
べられている。戦後80％の採択率に及んだJack and 
Betty 9）に収録されている英詩は，１年では Stevenson
の “Rain,” ２年では C. G. Rossetti の “Who Has Seen 
the Wind?,” ３年では Robert Burns の “My Hearts in 
the Highlands” で，当時の朗読学習に役立った模様で
ある。他にも The Gate to the World と Our English 
Class の２つの教科書が調べられているが，いずれ
も１年生用には英詩がない。前者では２年生より 
Rossetti と Stevenson の詩が入り，３年生用にも同
じ Stevenson の詩に加え， Tennyson が入れられて
いる。後者の方は，２年生用には英詩がないとはいえ，
３年生では Stevenson，Robert Browning，Charles 
Kingsley といった古典作家を含め，４篇の詩が採り
入れられている。
　第２期では，５種15冊の教科書が調査されてい
る。歌詞を含めた合計ではあるが，山本忠雄氏監修
の New Citizen Readers では３年間で12篇の詩があ
るのに対し，森下捨己氏による Our Ways into 
Spoken English では１篇しかなく，編者の方針や目
指すゴールの違いによるものなのか，教科書間での
差が広がっている（ちなみに，第１期で圧倒的な採
択率であった Jack and Betty では７篇である）。前
述の Rossetti，Stevenson，Tennyson，Longfellow，
Browningや “Mother Goose” が採用される一方，
子 供 の 書 い た 詩 や， “Ten Little Indians,” “Old 
Black Joe” など親しみやすい童謡が増え，新たな
傾向が見え始めている。
　第３期では６種18冊の教科書が調査されている
が，４種からは英詩が消え，他の２種の教科書にお
いても， Longfellowの “The Arrow and the Song” 
と Rossetti の “Who Has Seen the Wind?” が載せら
れているだけである。第４期では４種12冊の教科書
が調査されているが， “Who Has Seen the Wind?” 
以外では， “Good Morning to You” やクリスマスソ
ングなど，文学作品としての英詩というよりも，童
謡の歌詞が主流となる。
　第５期では，６種18冊の教科書が調べられてい
る。A. J. Pinnington による「歌は英詩への入門と
して役に立つ」といった歌による学習が進められた
ためか，10）多種多様な歌が採用されている。英詩と
しても，１年生用の２種の教科書に，第１期で採用
されていた Stevenson の “Rain” が採り入れられ，
６種の３年生用の教科書すべてにおいて，特にアメ
リカ文化を意識した現代詩が差し込まれている。但
し，その多くがあくまで付録としての扱いである。
著名な作家による古典詩は減り，残ったものも正課
ではなく，巻頭・巻末，付録としての位置付けであ
り，第４期を境に，授業における英詩教材に，大き
な転換が起こった模様である。
　この後，平成４年・５年の中学校教科書について
は，宮地（2000）に簡潔にまとめられているので，
それを一部参考にする。宮地（2000: 97）では，「教
科書に掲載されている英語の詩と歌」として， 
Sunshine，New Total English，Columbus の３種９冊
を対象に調査し， “song” と “poem” に分け，それぞ
れについて題目と採用数を記している。教科書に関
係なく，どの学年においても何らかの英詩が入れら
れているが，教材としての位置付けについては言及
がない。Rossetti の詩は根強く残され，他にも “Mother 
Goose” が多く使用されている。無名の一般人による
詩が増えたことや，Sunshine で採り入れられた「俳句」
が，平成以降の新しい傾向と言える。
　さらに時代を下って，平成17年文部科学省検定済
の Columbus 21，New Crown，New Horizon，One 
World，Sunshine，Total English の６種18冊の教科書
を筆者が調査したところ，New Crown の第２学年の
教科書の付録で，かろうじて Rossetti の “What Are 
Heavy?” という詩が１つ入れられているが，11）他は 
“Mother Goose,” クリスマスソングと先にも述べた
「俳句」である。また，世界的にヒットしたポップソ
ングが大幅に増えているが，そのことがこの期の特
徴ではないかと思われる。
2. 2　高等学校の教科書：平成初期より
　以上のように，新指導体制以降，英語を学ぶ手段
としての英詩の存在価値は薄れ，中学校の教育現場
では古典詩の導入率が大幅に下がっていった。それ
では，高等学校の場合はどうであろうか。ここでは，
まず，石川（1997）の調査を参照する。石川 （1997）
では，平成６年度文部省検定済の「英語Ⅱ」の教科
書から任意の15種を選び，英詩の採録状況を示し
ている。
　石川（1997）の調査によると，15種の教科書の
うち英詩が収録されていたのは14種で，その中に
現れた詩篇は39とのことである。よって，教科書
１冊あたりの平均採録数は「2.6篇」で，この結果は，
1. 2でも挙げた戦前の有海（1938）による調査の「４
篇」には及ばないものの，一見意外に多いように感
じられる（石川，1997: 124）。しかしながら，実際は，
その内容・扱いに大きな違いがあるという。
　それを検証するために，石川（1997）では，39
篇の英詩を４つに類別し，それぞれの出現割合を導
き出している。
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　　　　 　［表3a］平成６年度文部省検定済「英語Ⅱ」
英詩教材の種別 出現割合
A 固有の詩人による文学作品としての英詩 7.5 篇（19.2％）
B 口承文学・伝承文学における英詩 10 篇（25.6％）
C 旋律を付して歌われる楽曲の歌詞としての英詩 18.5 篇（47.4％）
D その他 3 篇（7.7％）
＜石川（1997: 124）参照＞
上掲の表によると，楽曲の歌詞であるC群が約半数
を占めている。初期の英語教育で中心的に扱われて
いた古典詩は，ビートルズやミュージカルなど，当
世風の歌に取って代わられている。尚，石川（1997: 
134-35）の別表によると，A群では，Yeats，Rossetti，
Robert Frost， Robert Burns， Masefield， Wordsworth 
が挙げられている。
　さらに，石川（1997）では，英詩の扱いを「英詩
教材の位置」として，以下の４つのタイプに区分し
て，それぞれの割合を出している。
　　　　  　 　［表3b］平成６年度文部省検定済「英語Ⅱ」
英詩教材の位置 出現割合
a 正課教材 8 篇（20.5％）
b 正課関連教材 5 篇（12.8％）
c 投げ込み教材 11 篇（28.2％）
d 投げ込み教材（表紙） 15 篇（38.5％）
＜石川（1997: 125-26）参照＞
d の「投げ込み教材（表紙）」が４割近くを占め，
さらに，上の c を足すと，全体の７割弱が「投げ込
み教材」としての扱いである。この結果について，
石川（1997: 125）は，「表面的な採録数はある程度
維持されているが、英語教育に占めるその実質的な
位置は、極度に低下しているのである」と締めくく
っている。この調査結果は，前セクションで取り上
げた南（1993）の調査とも符合し，英詩の教材とし
ての役割が大きく変わったと判断される。
　伝統的な英詩の減少はさらに進み，筆者が平成
10年度２月28日文部省検定済の５種の「英語Ⅱ」
の教科書を調べてみると，以下の結果であった。
 ［表４］平成10年　文部省検定済「英語Ⅱ」
教科書／出版社 詩人・歌手 or 詩歌の題目 種別・ジャンル 国別 位置付け・扱い
Creative Ⅱ
（第一学習社）
・Robert Browning
・Julia A. Carney
詩
詩
イギリス
アメリカ
表紙裏
裏表紙裏
Milestone Ⅱ
（啓林館）
・Michael Jackson
・Carpenters
・“Eternal Flame”
・“You’ll Never Know”
   (Frank Sinatra)
ポップス
ポップス
ロック＆ポップス
ポップス
アメリカ
アメリカ
アメリカ
アメリカ
表紙裏
裏表紙裏
差込み教材
付録：
読物中の一節
New Stream Ⅱ
（増進堂）
・Emily Dickinson
・Langston Hughes
・俳句
詩（日本語訳付き）
詩（日本語訳付き）
短詩
アメリカ
アメリカ
日本
表紙裏
裏表紙裏
付録
Polestar Ⅱ
（数研出版）
・“Stand by Me”
・“If We Hold on Together”
・“We are the World”
   (Michael Jackson & Lionel Richie)
映画主題歌
ソウルミュージック
キャンペーンソング
アメリカ
アメリカ
アメリカ
表紙裏
裏表紙裏
差込み教材
Unicorn Ⅱ
（文英堂）
・16歳のBotswana出身の少年
・“There is a hole”12）（中略）
・Martha Graham
創作詩
民謡（童謡）
格言
アフリカ
アメリカ
アメリカ
表紙裏
音声ドリル
裏表紙裏
伝統的な英詩は，残ったものも正課の扱いではな
く，教材としての重要度は低い。代わりに流行歌が
多く採用されるようになっているが，国別に見ても
アメリカ偏重の傾向にある。1. 1の［表1a, 1b］と
比較すると，その違いは歴然とする。
　さらに時代を下って，平成19年３月15日検定済，
平成24年発行の教科書では，伝統的な古典詩の減
少化に拍車がかかる。ちょうど今の大学生が高校生
の時に使用していた時期と重なる。平成10年では，
正課ではなくとも，巻頭・巻末や付録などでかろう
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じて掲載されていた英詩が，平成19年検定済の教
科書では，それらにおいても姿を消しつつある。そ
の代わりとして，例えば，三省堂のExceed Ⅱでは，
日本の詩の英訳が採り入れられたり，映画からの名
言などが差し挟まれている。また，Crown Ⅱでは，
各課のキャプションに偉人の格言が添えられている
が，その一つにWilliam Blakeの詩が載せられてい
る。13）教材というよりも，デザインの一部のように
なっている。
3.　英詩の教材としての課題
3. 1　学生対象のアンケート調査
　かくして，高等学校までの英語教育においては，
有海（1938）の調査で挙げられていたような伝統的
詩人を学ぶ機会は殆どない。事実，平成26年度から
27年度前期にかけて，岡山大学の学生を対象に調査
した以下のアンケート結果がそれを物語っている。
　　　　　［表5a］岡山大学の学生（教養）対象のアンケート調査結果
質問　
　詩人
１． 授業で習いました
か？
２． 代表作を挙げら
れますか？
３． 名前は知っていま
すか？（耳にしたこ
とがありますか？）
Yes No Yes No Yes No
① Tennyson 0 100 0 100 1 99
② Wordsworth 0 100 0 100 3 97
③ Longfellow 1 99 0 100 3 97
④ Walter de la Mare 0 100 0 100 5 95
⑤ C. G. Rossetti 0 100 0 100 0 100
⑥ Keats 0 100 0 100 1 99
　　　　　［表5b］岡山大学の学生（専門）対象のアンケート調査結果
質問　
　詩人
１． 授業で習いました
か？
２． 代表作を挙げら
れますか？
３． 名前は知っていま
すか？（耳にしたこ
とがありますか？）
Yes No Yes No Yes No
① Tennyson 1 77 0 78 2 76
② Wordsworth 12 66 0 78 12 66
③ Longfellow 0 78 0 78 3 75
④ Walter de la Mare 1 77 0 78 5 73
⑤ C. G. Rossetti 0 78 0 78 2 76
⑥ Keats 3 75 0 78 1 77
［表5a］は教養英語の授業を受講した１年から２年
の学生，計100人を対象にしたものである。［表5b］
は，専門の授業を受講した学部生・院生，計78人
が対象である。14）［表5b］の方は，大学の専門授業
で詩人を学んだことにより数値が上がっているた
め，高等学校までの英語教育の実態を把握するには
正確ではないが，比較のために挙げておく。教養の
受講生の中には，具体的な高校名まで挙げて「授業
で Longfellow を習った」と回答する学生が一人い
たが，それ以外は，ほぼ全員が６年間の英語教育の
中で，①から⑥の詩人について，（たとえ習ってい
たとしても）少なくとも記憶には残っていない。
　ちなみに，Wordsworth の “The Daffodils” は，既
述の通り，昭和の英語教科書によく採用されていた
詩であるが，石川（1997: 135）の調査によると，平
成初期にもWhy English? の中で採用されている。さ
らに，例えば，平成９年度検定済のMilestone I の裏
表紙裏や平成15年検定済のUnicorn Ⅱのリズムドリ
ルに入れられている。かつての名残を留めた数少な
い詩の一つと言えるが，そのためか，名前を聞いた
ことがある詩人としては， “Wordsworth” という回
答が比較的多い。
3. 2　教材として見る英詩の問題
　戦前有用な教材として正課で扱われていた古典詩
であるが，戦後は，中学校・高等学校の英語教科書
から激減していった。しかしながら，これまで見て
きたように，明治期より長きにわたって教科書に採
用されてきた詩を，教科書から完全に排除するとい
うことには抵抗があったのか，詩の形式は，いくつ
かの変遷を経て，また以下の様な工夫が凝らされ残
されている。
　①伝統的な詩は，韻律上シンプルなものに留める
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　② 日本の詩の英訳，もしくは英詩に日本語訳を添
える（対訳）
　③ 巻頭・巻末や付録など，正課ではない箇所に掲
載する
　④英語圏の風景や自然環境を意識した詩を選ぶ
　⑤人間的な成長を促す教訓的な内容の詩を選ぶ
　⑥無名の一般人による自由創作詩を採用する
　⑦短詩（俳句）を活用する
　⑧ 童謡，ヒットソングや映画主題歌などの歌詞を
入れる
　授業の中で④のタイプの詩を導入することによっ
て，文法や意味など言語面での指導でなくとも，異
文化理解には繋がる。⑤のタイプの詩の文句は，生
徒に共感をもたらし，道徳性を教化することが期待
される。また，⑧のタイプの曲は，生徒に親近感を
与え，授業の堅苦しさから一息つくことができる。
クラスで一斉に歌えば，ウォームアップにもなる。
　但し，ここで問題になるのは，一見，古典詩の指
導より扱いやすくなったように思える分，逆に本来
の目的である英語の学びからは遠のき，英語教材と
しては扱いにくくなるという点である。そのため，
正規の授業から省かれてしまう傾向にある。
　⑧のケースにおいては，例えば “Good Morning 
to You” やクリスマスソングのような普遍性の高い
歌はよいとしても，特定の歌手では，教科書が編集
され世に出る時期を考えると，使用する生徒とは世
代のギャップができる。そのため，メロディを知ら
ないとか，歌詞の英語が難し過ぎる場合は，歌うこ
と自体に問題が生じる。
　2. 1でも触れた平成17年検定済の Columbus 21，
New Crown，New Horizon，One World，Sunshine，
Total English の６種18冊の中学校の教科書には， 
John Lennon，Bob Dylan，Michael Jackson，
Carpenters，Stevie Wonder，Mariah Carey などが
入れられているが，60年代から90年代に活躍した，
特にアメリカのアーティストの歌が多く採択されて
いる。歌詞が楽譜付きで載せられているものもある
が，その歌詞の殆どが，中学生が理解するには難し
い英語である。また，2. 2で挙げた［表４］のポッ
プスも，生徒から見ると一昔前のものである。新し
い平成24年発行の教科書でさえも，例えば東京書
籍の Prominence Ⅱでは，“Melody Fair”をはじめ，
Bob Dylan，Billy Joel 作詞作曲の歌，Enya 作曲の
歌が補助教材として入れられおり，Enya 以外は
70，80年代に流行ったものである。広く一般受け
する歌ではあるが，生徒の目線というよりも，教師
の側により懐かしさと親しみが感じられるのではな
いかと思われる。
3. 3　伝統的な英詩が教科書から姿を消した理由
　続いて，古典詩が事実上教科書からなくなった理
由を，ここで整理しておきたい。学習指導要領に掲
げられている教育目標達成のため，優先順位の上で
後ろに追いやられたということもあるが，それ以前
の原因も考えられる。先の南（1993: 9）では，戦後，
中学校第１学年で詩を扱うことが難しい理由とし
て，当時の英語指導計画を引き合いに出して，「散
文のような構造をしていて，同時にじゅうぶんやさ
しいというような詩はきわめて少ない」と述べ，さ
らに「散文のような構造をしている詩は詩としては
味がなくなりがちである」と続けている。
　詩が教科書から激減した点については，高等学校
においても同様で，この問題に関して，濱口（2003: 
97）は「それが小説など散文形式の読み物であるな
らまだしも，ほとんど韻文で書かれている詩はいわ
ゆる受験英語とは無縁の英語だからという功利的な
理由である」と指摘している。
　ちなみに，『現代英語教育』1994年６月号は，詩
を英語教育に活用する意義を問う「英詩のある授業」
を特集としているが，基盤となる共通認識は，詩が
従来どれだけ誤って捉えられてきたかということで
ある。執筆者の一人である近江（1994: 20）は，こ
の詩に対する誤解として「入試に役に立たない」「コ
ミュニケーション能力が育たない」「詩の言語は特
殊」「詩は難解」という４点を挙げている。
　さらに，川本（1994: 11）が「詩ときいただけで
毛嫌いする生徒が多い。先生もそうである」と端的
に言い表しているように，日常言語とは異なり文法
的に扱いにくいと考えられてきた詩は，教育現場か
ら敬遠されてきた。しかし，ここで強調しておきた
いのは，「生徒」云々というよりも，「教師」自身の
ことである。
　かつて，高等学校での英詩の扱い方を考察した杉
本（1969: 101）が，すでに60年代において「教授
者の英詩に対する理解の不足，その取り組み方に問
題があると思われる」と指摘し，さらに「英詩は難
解であるとか，英詩はいわゆる学力をつけるたしに
ならないといった教授者側の一方的な誤った判断に
すべて責任がある」と続けているように，生徒の英
詩嫌いの一因には，教師の影響が多分にあるのでは
ないかと考えられる。筆者自身，中・高の英語の授
業で伝統的な英詩を習った記憶はないし，大学にお
いても詩の専門授業はできる限り避けてきた。今思
うと，そこには大きな誤解があったようである。
　それでは，現代の英語教育において，どのように
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すれば，教師の側の誤解を払拭し，意識を変えてい
けるのだろうか。以下に続くセクションでは，先人
に学ぶという点から，再び有海（1938），梅村（1952）
のアプローチを紹介しておきたい。
4.　先人に学ぶ英詩の活用法
4. 1　梅村（有海）久門のアプローチ
　さて，英詩は，本当に言語面からの指導には役に
立たないのであろうか，受験指導に無縁のものと言
い切れるのであろうか。このことについて，古く
は，梅村久門氏が，英語教育叢書のNo. 7にあたる『英
詩教授法』の中で，以下の様に主張している。
　　 詩においては多くの語が省略され，語彙語順が
転倒している。この省略されている語を補い，
転倒している語の順序を見い出し，普通散文の
語順に改めようと試みることは，文法的に思考
を練り，真に英語の構文を理解せしめ，作文の
助けにもなるものである。指導法の如何によっ
てはこの点だけでも英詩は受験指導の最もよい
材料となっている（梅村，1952: 15）。
半世紀を超える時を隔てた今，梅村の見解には改め
て頷けるところがある。下線でも示したように，教
師の指導如何により，英詩が有用な教材となり得る
のである。但し，そのためには，以下の２点を心得
ておく必要がある。
　　① 教師自身が詩の基本的な分析法を把握してお
くこと
　　②教材として適切な詩を選ぶこと
　①の詩の分析法について：
詩の教授法を論じた先行研究の多くは，音声面に重
点が置かれている。確かに音声的な要素は詩の要で
ある。しかしながら，英語力の向上とか受験指導を
前面に打ち立てて考えるとなると，音声面について
は，押韻や頭韻など必要最低限の知識だけでよいと
考える。このようなことを言うと，専門家からは叱
られてしまうかもしれないが，中・高の現場で教え
る上では，生徒が理解することが基本であるので，
英詩の専門用語をなるべく避け，鑑賞としての詩の
分析も二の次とする。その代わり，前述の梅村氏の
指摘にあった「文法的な思考」と「構文理解」に焦
点を絞る。15）
　②の詩の選び方について：
3. 2で触れたシンプルでわかりやすい英詩とは真逆
な選び方であるが，敢えて通常（散文）の語順とは
異なる詩を選ぶ。結果的に難解な詩であるかもしれ
ないが，パズルを解くかの如く頭を働かせて，主語，
目的語がどれなのか，修飾語がどこにかかっている
のか等々探し当てることで，構文の分析力が身に付
く。但し，いきなり複雑なものを出すのではなく，徐々
に難易度を上げていく。尚，著名な詩人を取り上げ
る必要はないが，自由詩ではなく，押韻など伝統的
な形式に則っている詩が望ましい。
　ここで一つ，有海（1938）より例を挙げてみる。
　Hail, beauteous stranger of the grove!
　　Thou messenger of spring!
　Now Heaven repairs thy rural seat,
　　And woods thy welcome ring.
　　　  --------------------
　The schoolboy, wandering through the wood
　　To pull the primrose gay,
　Starts the new voice of spring to hear,
　　And imitates thy lay.
上掲は，スコットランドのとある詩人が作成した 
“To the Cuckoo” という詩の第１連と第4連である。
設問形式による授業展開の方法は1. 2でも触れた
が，一部を以下に挙げておく。16）
　1. Tell the case of “Thou.”
　　→Nominative of Address.
　2. How is “messenger” used?  Tell the case of it.
　　→ It is used as a Noun in Apposition to “Thou.”
　　→Nominative of Address.
　3. What is the object of “ring”?
　　→ thy welcome
　4. What does “gay” modify?
　　→primrose
　5. What is the object of “hear”?
　　→ the new voice of spring
　　　　　　　　  　　　　（有海，1938: 4-5）
3. の設問について，第１連２行目の “spring” との
押韻の関係で，４行目の “ring” が後ろに来ている。
4. の設問においても，“gay” と “lay” について同様
である。より複雑な文構造である第４連を通常の語
順にすると，間に分詞構文を含んだ “The schoolboy, 
wandering through the woods to pull the gay 
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primrose, starts to hear the new voice of spring and 
imitates thy lay.” に書き換えられるであろう。
　有海（1938）の中では触れられていないが，第４
連最後の語である “lay” にも注意を払う必要があ
る。多くの英語学習者は， “lay” を動詞に取るが，
すでに “imitates” という動詞があるので，文法的に
考えると名詞である。先の “gay” との押韻で，こ
の名詞が選ばれたと思われるが（あるいはその逆で 
“lay” との押韻で “gay” という形容詞が使われたの
かもしれないが），研究社の『リーダーズ英和辞典』
によると， “lay” には「（吟詠用の）短い叙情詩（物
語詩）」とか「鳥のさえずり」という意味がある。
このように，英詩では，押韻や韻律の関係で，語順
が転倒することがあるので，正しい語順を見出すこ
とで，英語の文構造を掴む訓練となる。尚，この詩
には英語史に関わる古語の代名詞 “thou,” “thy” が
使用されており，そのまま学校現場で活用すること
を推奨しているわけではなく，教員側に分析法・指
導法の一例を示すために挙げたまでである。
　多くの受験生に共通して言えることは，長文読解
が苦手ということである。そのため，巷で言われて
いる様に，散文の読み物から英文に慣れることが得
策とされているのである。そのこと自体に反対の異
を唱えるつもりはないが，長文を分析する上での基
本は，主語，述語を見つけ，目的語の有無や修飾関
係を明らかにするということである。その点で，単
純な英詩ではなく，むしろ文構造の複雑な英詩で鍛
錬することは，受験への対策においても決して無駄
なことではない。
　ちなみに，有海氏の授業でこの詩が選ばれた理由
も微笑ましい。５月末のとある放課後，森から静寂
を破る郭公の声を耳にする（有海，1938: 1）。そこ
から急遽，次の課外授業のプリントがこの詩で作成
されることになるのである。通常の英語教科書に伝
統的な英詩が姿を消してしまった今，教師自らが投
げ込み教材として，時折英詩を授業に導入すること
で，授業に新鮮な変化がもたらされるのではなかろ
うか。
4. 2 　有海（1938）による調査：
　　Walter de la Mareの場合
　最後に，脇本（2014）の中で分析した詩の作者で
ある Walter de la Mare を例にとってみる。彼の作
品の中には邦訳されているものも多々ある。かつて
は昭和初期の教科書でよく採用されており，前の［表
2］に示したように，全体で５番目に多い詩人であ
り，岡山大学の学生対象のアンケートにおいても，
わずかではあるが，Wordsworth に次ぐ。
　我が国の英語教科書の歴史を再び遡って，この 
De la Mare の詩が当時の日本の英語教育にどれだ
け浸透していたのか，また具体的にどの詩が読まれ
ていたのか，有海（1938）による調査を基に表に示
すと以下の通りである。
　　　　　　  ［表６］昭和13年（採用回数調査）
 詩の題名 男子用読本 女子用読本 計 総計
 Full Moon 3 --- 3
11
 Silver 3 1 4
 Wanderers 2 --- 2
 Horseman 1 --- 1
 The Listeners 1 --- 1
＜有海（1938: 9-10）参照＞
５つの詩篇の採択数が総計11に及び，有海氏自身
もその著書において，上記の詩の多くを訳し解説を
加えている（有海，1938: 72-83）。しかしながら，
これまで教科書の歴史を概観してきた通り，現代の
英語教育においては，伝統的な詩が取り上げられる
ことは殆どない。しかも，かろうじて教科書に載せ
られているものは，文法的，あるいは意味的に分析
するというよりも，文構造が単純なものや流行歌が
中心で，De la Mareのような言葉の奥行きの深い重
厚な趣の詩は採択から外されている。結果的に，高
等学校までの英語教育で，この詩人の作を学ぶ機会
はほぼ皆無となる。
5. おわりに
　有海（1938）の調査が示すように，英詩は我が国
の初期の英語教育では広く採択されていた。しかし
ながら，時代の移り変わりと共に，目の前の「受験」
という目標や授業時間数という制約により，授業の
中では省略，もしくはせいぜい補助教材止まりとな
っている。実際，英語を専門とする学生の間でも，
高等学校までの教育において，英詩が授業の主役と
なったというケースを聞き及んだことがない。
　この傾向に疑問を投げかけるべく，これまで特に
教員養成系の学部において，数々の考察・検討がな
されてきた。17）本稿においても，将来英語教師とし
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て社会に出る学生には，英詩をはなから毛嫌いする
のではなく，教材としての在り方を改めて考える契
機に繋がればと思う。その際，古き文献を時代遅れ
と背を向けるのではなく，過去の英知に学び，その
中から活用できるものはないか取捨選択し，現代風
にアレンジすることができれば，英詩が再び表舞台
に立つことになるかもしれない。
　今回の調査から，旧制中学校の教員である有海
（1938）の研究の奥深さと授業への熱意に，心から
頭が下がる思いであった。その彼は，自序の中で自
らを「私は學者ではない。教育者の末席を穢すに過
ぎぬものである」と謙虚に言い表している。彼の英
詩への想いは，和文題目を『リーダーに現われたる
英詩の研究』とする英文題目 Flowers Blooming in 
English Readers にも現れている。英詩を英語読本
に咲き乱れる “flowers” と喩えているのである。ち
なみに，この著書をお借りした図書館は島根大学で
あるが，前身校である「松江髙等學校圖書印」が押
されていた。時の流れを感じると共に，この著書が
再び日の目を見ることを願ってやまない。
注：
１）「有海久門」は「梅村久門」の旧姓で，同一人
物である。
２）研究紀要『日本英語教育史研究』所収論考一覧
については，以下のURLを参照。
    http://hiset.jp/kiyo_index.htm#one
３）これ以前の時代（江戸末期や明治10年代）の
教科書における英詩収載状況については，斉藤
（2010）を参照されたい。
４）明治30～40年代の６種30冊の教科書には，「一
種の教科書に約20篇の詩が編入」されており（南，
1991: 187），大正２年～ 10年に使用された６種30
冊の教科書では，「平均19篇の詩が編入」されて
いるとのことであるが（南，1991: 194），計算確認
したところ，厳密に19編である。
５）南（1993: 5）では，情報元である有海（1938）
の示し方に合わせて，詩の採用回数が最多の 
Tennyson を最上位にしているが，ここでは，［表
1a, 1b］に合わせて，詩数の多い順に挙げること
とする。
６）下線は筆者による強調。以降の下線も全て筆者
による強調。
７）有海（1938: 117）では， “Usually we don’t say 
“know not where.”  What do you say?  (I don’t (sic) 
know where it fell.)” とある。元の Longfellow の
詩では “knew not” なので，本来は過去形とするべ
きである。
８）戦後の中学校用検定教科書の時期区分について
は，江戸川（1992: 115）を参照。
９）岡山大学教育学部英語教育講座資料室に保管さ
れていた当時の教科書の写真を，論文末に載せて
おく。
10）A. J. Pinnington は，『イギリス名詩選』の吹込
者（南，1993: 18）。
11）中学校でのRossettiの “What Are Heavy?” の
導入については，梅村（1952: 13-14），丸山（2008: 
176-77）の中で論じられているが，主に音声面か
らまとめられている。
12）子供向けのアメリカ民謡として知られるが， 
ルーツとしてはヨーロッパと思われる。
13）Unicorn ではいち早くこの傾向を示し，［表４］
の通り，すでに平成10年度検定済の教科書の裏
表紙裏に名言・格言を採り入れている。また，平
成15年２月28日検定済の教科書においても，表
紙裏が創作詩，裏表紙裏には World Heritage の
標語が載せられている。
14）実際の調査人数は80人であるが，２人は英語の
ネイティブスピーカーであるため対象外とする。
尚，有効回答のみ記入。
15）但し，有海（1938），梅村（1952）では共に，
文法だけでなく，韻律の点においても詳細に扱わ
れている。
16）設問中の “Address,” “Noun,” “Apposition” な
どの大文字表記は，原文のママ。
17）教育系の紀要論文としては，古くは杉本（1969），
21世紀を境に宮地（2000），濱口（2003），丸山 
（2008），平出（2010）などが挙げられる。また，
小迫（2010），中川（2010）などにおいても，具
体的なアプローチ・分析方法が示されている。
中学校教科書
＜平成17年２月21日文部科学省検定済＞
堀口 俊一他，Total English １～３，学校図書，東
京（平成18年２月10日発行）．
笠島 準一・浅野 博・下村 勇三郎・牧野 勤・池田 
正雄他，New Horizon English Course １～３，
東京書籍，東京（平成18年２月10日発行）．
松 本 茂・ 伊 東 治 己・ 高 橋 一 幸 他，One World 
English Course １～３，教育出版，東京（平成18
年１月20日発行）．
佐野 正之・山岡 俊比古・松本 青也・佐藤 寧他，
Sunshine English Course １～３，開隆堂，東京
（平成18年２月５日発行）．
高橋 貞雄，New Crown English Course １～３，三
省堂，東京（平成18年２月25日発行）．
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東後 勝明他，Columbus 21  English Course １～３，
光村図書，東京（平成18年２月５日発行）．
写真：萩原 恭平・稲村 松雄・竹沢 啓一郎，New 
Jack and Betty English Step by Step 1st Step，開
隆堂，東京（昭和28年）．
高等学校教科書
＜平成９年２月28日文部省検定済＞
島田 守他，Milestone English Course I，啓林館，
大阪（平成12年12月10日発行）．
＜平成10年２月28日文部省検定済＞
安藤 昭一他，New Stream Ⅱ，増進堂，大阪（平成
15年２月１日発行）．
石黒 昭博・Peter Schneider他，Polestar English 
Course Ⅱ，数研出版，東京（平成13年１月20日
発行）．
島田 守他，Milestone English Course Ⅱ，啓林館，
大阪（平成12年12月10日発行）．
末永 國明・山田 泰司他，Unicorn English Course 
Ⅱ，文英堂，東京（平成13年２月25日発行）．
田鍋 薫他，Creative English Course Ⅱ，第一学習
社，広島（平成15年２月10日発行）．
＜平成15年２月28日文部科学省検定済＞
市川 泰男・安吉 逸季他，Unicorn English Course 
Ⅱ，文英堂，東京（平成19年２月25日発行）．
＜平成19年３月15日文部科学省検定済＞
森住 衛他，Exceed English Series Ⅱ，三省堂，東
京（平成24年３月30日第5版発行）．
霜崎 實他，Crown English Series Ⅱ，三省堂，東
京（平成24年３月30日第5版発行）．
田辺 正美他，Prominence English Ⅱ，東京書籍，
東京（平成24年２月10日発行）．
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＜岡山大学教育学部英語教育講座資料室所蔵の Jack and Betty（昭和 28 年）＞
